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投
資
す
べ
き
で
あ
る
」
と
国
の
対
災
害

イ
ン
フ
ラ
整
備
と
経
済
復
興
策
に
も
力

を
入
れ
る
。

　

山
田
氏
が
最
近
力
説
す
る
提
案
は
、

「
国
民
皆
歯
科
健
診
」
だ
。
２
０
２
５

年
に
は
団
塊
の
世
代
が
75
歳
以
上
の
後

期
高
齢
者
と
な
り
、
後
期
高
齢
者
医
療

費
の
高
騰
が
予
想
さ
れ
る
中
、「
口
腔

の
健
康
は
全
身
の
健
康
に
繋
が
る
こ
と

が
証
明
さ
れ
て
き
て
い
る
今
、
切
れ
目

の
な
い
歯
科
健
診
を
実
施
す
る
こ
と

で
、
天
寿
ぎ
り
ぎ
り
ま
で
健
康
で
過
ご

せ
る
日
本
を
創
り
、
世
界
の
モ
デ
ル
に

す
る
こ
と
で
す
」
と
医
療
費
抑
制
と
予

防
医
療
の
促
進
を
狙
い
と
し
た
も
の
で

あ
る
。

　

５
月
26
日
に
は
昨
年
設
立
さ
れ
た

「
国
民
皆
歯
科
健
診
実
現
議
連
」
代
表

の
古
谷
圭
司
衆
議
院
議
員
と
と
も
に
事

務
局
長
と
し
て
山
田
氏
は
、
松
野
博
一

官
房
長
官
に
「
健
康
寿
命
延
伸
へ
歯
科

健
診
を
」
と
題
し
た
提
言
を
提
出
し
て

い
る
。

　
憲
法
改
正
、
防
衛
費
増
大
、
少
子
化

対
策
、
防
災
と
景
気
対
策
な
ど
は
、
自

国
連
の
中
心
的
活
動
内
容
で
あ
り
、
こ

　
中
国
の
軍
事
的
脅
威
、
ロ
シ
ア
の
軍

事
侵
略
に
端
を
発
す
る
世
界
的
経
済
の

混
乱
な
ど
、
今
ほ
ど
国
政
の
舵
取
り
の

重
要
な
時
は
な
い
。
今
回
の
参
院
選
候

補
者
の
様
々
な
発
言
や
政
策
を
比
較
す

る
と
、
最
も
政
策
に
精
通
し
、
正
し
い

判
断
を
し
て
い
る
の
は
、「
日
本
の
尊

厳
と
国
益
を
護
る
会
」（
会
長
：
青
山

繁
晴
参
議
院
議
員
）
の
メ
ン
バ
ー
だ
。 

同
会
は
、
与
党
自
民
党
の
所
属
議
員
で

構
成
さ
れ
、
既
に
１
０
０
人
を
超
す
勢

力
に
な
っ
て
い
る
。
会
長
は
、
参
議
院

議
員
の
青
山
繁
晴
氏
（
比
例
代
表
に
出

馬
）
で
、
幹
事
長
が
参
議
院
議
員
の
山

田
宏
氏
で
あ
る
。
両
者
と
も
に
、
今
参

議
院
選
挙
で
再
選
を
目
指
し
て
い
る

が
、
青
山
氏
に
比
べ
、
山
田
氏
の
支
持

基
盤
は
、「
当
人
が
ハ
ッ
キ
リ
と
言
い

す
ぎ
る
こ
と
も
あ
っ
て
か
、ま
だ
弱
い
」

（
山
田
氏
選
対
本
部
関
係
者
）。
自
由
国

民
連
合
と
し
て
は
、
山
田
氏
に
は
、
国

の
た
め
に
是
非
当
選
し
て
ほ
し
い
議
員

で
あ
る
た
め
、
会
員
、
友
人
、
知
人
諸

氏
か
ら
の
支
持
を
お
願
い
し
た
い
。
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重
要
性
も
忘
れ
な
い
。

　
防
衛
費
増
強
に
つ
い
て
は
「
自
衛
隊

の
予
算
は
Ｇ
Ｎ
Ｐ
の
１
％
程
度
と
さ

れ
て
き
た
。
国
家
予
算
は 

約
５
兆
円

だ
。
し
か
し
、
自
衛
隊
の
装
備
費
は
約

８
０
０
０
億
円
で
、
砲
弾
、
ミ
サ
イ
ル

が
足
ら
な
い
。
自
衛
隊
員
は
現
在
、
約

24
万
人
、
特
に
海
上
自
衛
隊
の
数
が
少

な
い
。
任
務
に
ふ
さ
わ
し
い
給
与
を
支

払
う
べ
き
だ
。
日
本
は
、
高
度
な
技
術

力
で
、
優
秀
な
潜
水
艦
を
持
っ
て
い
る

が
、原
子
力
潜
水
艦
に
は
か
な
わ
な
い
。

更
に
優
れ
た
原
子
力
潜
水
艦
を
持
た
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
さ
ら
に
、
サ
イ
バ

ー
、
宇
宙
空
間
で
の
抑
止
力
強
化
が
必

要
だ
。
こ
の
こ
と
に
よ
り
、
日
本
の
防

衛
は
格
段
の
抑
止
力
を
持
つ
こ
と
が
で

き
る
。
だ
か
ら
、
予
算
を
増
額
す
べ
き

だ
。
10
兆
円
が
必
要
だ
。」 

と
、
極
め

て
具
体
的
な
国
防
政
策
を
語
っ
た
。

　
出
産
祝
い
金
に
つ
い
て
は
、
東
京
都

の
杉
並
区
長
時
代
に
少
子
化
対
策
に

力
を
入
れ
て
実
績
を
上
げ
て
い
る
全
国

の
自
治
体
を
め
ぐ
り
、
得
た
結
論
の
一

つ
だ
。「
人
口
減
少
、
少
子
化
対
策
は

国
が
や
る
べ
き
仕
事
で
あ
る
。
少
子
化

を
移
民
政
策
に
頼
る
の
は
間
違
っ
て

い
る
。
出
産
一
時
金
は
、『
子
供
国
債
』

で
財
源
を
確
保
す
る
。
次
世
代
の
人
に

は
必
ず
理
解
さ
れ
る
」

　
災
害
に
強
い
国
土
の
た
め
に
は
、
今

こ
そ
大
幅
な
公
共
投
資
が
必
要
で
あ

る
。「
か
つ
て
の
民
主
党
政
権
で
ダ
ム

工
事
を
中
止
し
て
、
そ
の
後
、
大
き
な

災
害
に
発
展
し
た
例
が
あ
る
。
南
海
ト

ラ
フ
巨
大
地
震
、
首
都
直
下
型
地
震
な

ど
を
想
定
し
た
対
策
を
今
か
ら
や
ら
ね

ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
に
、
過
疎
化
の
鉄

道
対
策
、
高
速
道
路
の
整
備
、
ス
マ
ー

ト
・
シ
テ
ィ
構
想
な
ど
、
デ
フ
レ
時
に

国
は
建
設
国
債
を
発
行
し
て
積
極
的
に

　
「
日
本
を
護
る
。」
と
赤
地
に
白
抜
き

で
大
き
く
書
か
れ
た
山
田
氏
の
名
刺
の

裏
に
、「『
よ
い
国
・
日
本
』
を
護
り
、

成
長
さ
せ
る
」
の
見
出
し
で
、
次
の
５

つ
の
公
約
を
掲
げ
て
い
る
。
①
憲
法
改

正
、
②
防
衛
費
を
Ｇ
Ｄ
Ｐ
比
２
％
に
、

③
出
産
祝
い
金（
第
１
子
１
０
０
万
円
、

第
２
子
２
０
０
万
円
、
第
３
子
３
０
０

万
円
）
で
少
子
化
に
歯
止
め
を
、
④
災

害
に
強
い
国
土
の
た
め
大
幅
な
公
共
投

資
を
、
⑤
「
国
民
皆
歯
科
健
診
」
で
天

寿
ま
で
健
康
に
。
公
約
の
順
番
に
、「
政

治
は
日
本
の
国
民
の
生
命
と
財
産
を
守

り
、
平
和
な
国
を
作
り
上
げ
る
」
と
い

う
山
田
氏
の
愛
国
の
政
治
姿
勢
が
如
実

に
表
れ
て
い
る
。

　
山
田
氏
は
５
月
23
日
に
東
京
都
内
で

開
か
れ
た
講
演
会
で
次
の
よ
う
に
語
っ

た
。

　
「
核
拡
散
防
止
条
約
（
Ｎ
Ｐ
Ｔ
）
は
、

米
・
英
・
仏
・
露
・
中
の
五
大
国
が
核

を
持
つ
。 

他
の
小
国
は
核
を
持
た
な

い
。
核
を
持
つ
大
国
は
、
核
を
持
た
な

い
小
国
を
守
る
。
こ
の
よ
う
な
約
束
の

も
と
に
、
締
結
さ
れ
た
。
そ
の
前
提
が

あ
っ
て
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
は
核
を
放
棄
し

た
。
し
か
し
、
ロ
シ
ア
は
ウ
ク
ラ
イ
ナ

を
攻
撃
し
、軍
事
侵
略
し
た
。
こ
れ
は
、

約
束
を
破
っ
た
ロ
シ
ア
が
１
０
０
％
悪

い
。
軍
事
力
で
国
境
を
変
え
て
は
な
ら

な
い
と
い
う
戦
後
の
基
礎
と
し
て
き
た

国
際
法
に
違
反
す
る
。 

ウ
ク
ラ
イ
ナ

は
同
盟
を
拒
否
し
、
非
武
装
中
立
を
国

是
と
し
た
。
し
か
し
、
実
は
こ
れ
が
一

番
危
な
い
。 

同
盟
を
結
ぶ
こ
と
が
大

事
で
あ
る
」

　
「
他
国
が
日
本
に
侵
略
し
て
き
た
場

合
、
日
本
は
ど
う
対
応
す
る
の
か
。
パ

ン
デ
ミ
ッ
ク
、
大
震
災
な
ど
が
発
生
し

た
場
合
、
国
家
の
緊
急
事
態
に
ど
う
対

応
す
る
の
か
。
こ
う
し
た
規
定
が
現
憲

法
に
は
な
い
」 

　
「
憲
法
９
条
の
第
一
項
は
よ
し
と
し

て
、２
項
に
は
、自
衛
隊
を
『
自
衛
軍
』

と
明
記
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
軍
隊

で
な
け
れ
ば
、
国
際
法
で
は
、
ゲ
リ
ラ

と
し
て
扱
わ
れ
る
。
そ
の
ま
ま
射
殺
さ

れ
て
し
ま
う
。
ま
た
、
誤
射
し
て
一
般

人
を
射
殺
し
て
し
ま
っ
た
場
合
、
軍
人

な
ら
軍
法
会
議
に
か
け
ら
れ
る
が
、
軍

人
で
な
け
れ
ば『
刑
事
事
件
の
殺
人
犯
』

と
し
て
扱
わ
れ
る
。
自
衛
隊
員
を
軍
人

と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」

　
今
の
日
本
に
と
っ
て
憲
法
改
正
が
急

務
で
あ
る
と
強
調
し
た
。 

　
「
英
国
に
行
っ
た
が
、
英
国
の
政
治

家
の
多
く
は
、
再
び
日
英
同
盟
を
締
結

す
べ
き
だ
と
言
う
。
日
本
は
、
米
国
だ

け
で
な
く
英
国
と
も
同
盟
を
結
ぶ
べ
き

だ
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
は
、
今
後
、
小

型
原
子
炉
（
モ
ジ
ュ
ー
ル
炉
）
を
開
発

し
、
活
用
す
れ
ば
よ
い
」。
同
盟
国
の

東
京
都
総
決
起
大
会
で
挨
拶
す
る
参
議
院
議
員
の
山
田

宏
氏
（
東
京
都
内
集
会
場
で
、
６
月
１
日
）

自
由
國
民
新
聞

尊
皇
愛
国・反
共
救
国・保
守
団
結・国
際
連
帯
──
自
由
国
民
連
合

自
民
党
比
例
代
表
の
山
田
宏
氏
に
期
待

都内で行われた「神武天皇復活式」＝2月11日

　
第
26
回
参
議
院
議
員
選
挙
が
７
月
10
日
に
実
施
さ
れ
る
。
６
月
22
日
公
示
。
改
選
議
席
数
は
、
１

２
４
議
席
（
選
挙
区
74
、
比
例
代
表
50
）
で
、
神
奈
川
県
選
挙
区
補
充
の
１
議
席
を
合
わ
せ
て
１
２

５
議
席
。
自
民
・
公
明
の
与
党
政
権
が
過
半
数
を
制
し
て
安
定
し
た
政
権
運
営
を
す
る
の
か
、
野
党

が
ど
こ
ま
で
議
席
を
伸
ば
せ
る
か
。
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
、
円
安
、
物
価
高
、
エ
ネ
ル
ギ
ー

問
題
、
コ
ロ
ナ
禍
対
策
な
ど
の
課
題
を
抱
え
る
中
で
、
日
本
の
未
来
を
見
据
え
て
国
民
は
い
か
な
る

選
択
を
す
る
の
か
。
憲
法
改
正
の
実
現
、
中
国
に
よ
る
台
湾
有
事
の
備
え
な
ど
今
回
の
参
院
選
の

意
義
は
大
き
い
。
そ
う
し
た
中
、
自
由
国
民
連
合
（
自
国
連
）
は
、
政
策
、
人
望
、
見
識
、
意
欲
な

ど
を
総
合
的
に
考
慮
し
て
、
比
例
代
表
で
自
民
党
参
議
院
議
員
、
厚
生
労
働
委
員
長
の
山
田
宏
氏

（
64
）
を
支
持
す
る
こ
と
に
し
た
。
山
田
氏
の
人
物
像
、
政
策
を
紹
介
す
る
。

７
月
10
日
参
議
院
議
員
選
挙

「
日
本
の
尊
厳
と
国
益
を
護
る
会
」へ
の
期
待

こ
ま
で
、
明
確
に
、
具
体
的
に
政
策
を

語
っ
た
政
治
家
は
少
な
い
。
中
国
共
産

党
に
よ
る
台
湾
有
事
、
沖
縄
侵
攻
が
迫

る
中
、我
々
に
は
時
間
的
余
裕
は
な
い
。

「
日
本
を
護
る
」
を
旗
印
に
掲
げ
、
日

本
を
根
本
的
に
変
え
よ
う
と
す
る
欠
く

こ
と
が
で
き
な
い
政
治
家
の
一
人
で
あ

る
と
言
え
よ
う
。
山
田
氏
が
今
回
の
参

院
選
で
再
選
を
果
た
し
、
国
政
で
更
に

活
躍
し
、
公
約
を
果
た
す
よ
う
自
国
連

は
期
待
し
た
い
。

山
田
宏
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

　
昭
和
33
年
、
１
月
８
日
生
ま
れ
。
昭

和
51
年
、
都
立
国
立
高
校
卒
業
。
昭

和
56
年
、
京
都
大
学
法
学
部
卒
業
。
松

下
政
経
塾
第
２
期
生
。
昭
和
60
年
、
東

京
都
議
会
議
員
（
２
期
）。
平
成
５
年
、

衆
議
院
議
員
（
１
期
目
）。
平
成
11
年
、

東
京
都
杉
並
区
長（
３
期
）。平
成
24
年
、

衆
議
院
議
員
（
２
期
目
）。
平
成
28
年
、

参
議
院
議
員
（
１
期
目
）。
平
成
30
年

10
月
、
防
衛
大
臣
政
務
官
。
令
和
元
年

９
月
、 

参
議
院
自
民
党
副
幹
事
長
。
令

和
３
年
12
月
、
参
議
院
厚
生
労
働
委
員

長

真の愛国政治家による日本改革を
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５
月
29
日
の
福
岡
支
部
、
５
月
31
日

の
三
島
支
部
、６
月
11
日
の
松
本
支
部
、

６
月
12 
日
の
米
子
支
部
で
の
講
演
会

は
、
各
支
部
と
も
予
想
以
上
の
参
加
者

が
集
い
、
成
功
裏
に
終
了
し
た
。
福
岡

支
部
で
は
熊
本
県
な
ど
遠
方
か
ら
も
会

員
が
駆
け
つ
け
た
ほ
か
、
長
年
共
産
主

義
と
の
戦
い
の
最
前
線
で
歩
ん
だ
同
志

結
に
つ
な
が
る
」
と
神
道
、
日
本
精
神

の
重
要
性
を
強
調
し
た
。

　

全
国
巡
回
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
「
今
、

一
つ
に
な
る
時
！
」。
自
国
連
の
会
員

の
心
が
一
つ
に
な
る
時
、
日
本
の
保

守
諸
団
体
の
心
も
一
つ
に
結
ぶ
こ
と
が

で
き
る
は
ず
で
あ
る
。
さ
ら
に
、『
和
』

と
『
ま
こ
と
』
の
日
本
精
神
を
土
台
と

し
て
海
外
の
保
守
、
民
主
勢
力
と
連
携

と
い
う
方
向
性
を
民
主
主
義
に
与
え
る

必
要
が
あ
り
、
そ
の
根
幹
を
な
す
の
が

神
道
で
あ
る
。
世
界
宗
教
と
神
道
の
違

い
は
明
確
だ
。
世
界
宗
教
は
一
神
教
が

主
流
だ
が
、神
道
に
は
教
祖
が
い
な
い
。

教
理
も
な
い
。ひ
た
す
ら
心
身
を
禊
ぎ
、

天
の
前
に
「
影
の
な
い
人
生
」
を
送
ろ

う
と
す
る
の
み
で
あ
る
。
こ
の
精
神
を

基
に
す
れ
ば
紛
争
解
決
の
方
向
づ
け
と

な
る
と
と
も
に
日
本
の
保
守
勢
力
の
団

れ
た
。
米
子
支
部
で
は
け
県
内
の
遠
方

か
ら
も
会
員
が
参
加
、
大
い
に
盛
り
上

が
っ
た
。
翌
日
は
島
根
県
太
田
市
の
市

議
会
議
員
と
の
交
流
会
も
持
た
れ
、
竹

島
問
題
な
ど
を
共
同
で
取
り
組
む
な
ど

で
市
議
と
自
国
連
と
の
合
意
が
得
ら
れ

た
。 

　
講
演
会
で
は
、
各
支
部
長
の
挨
拶
に

始
ま
り
、
自
国
連
の
阿
部
正
寿
会
長

の
遠
隔
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
あ
と
、
水
間
石

渓
事
務
局
長
が
「『
和
』
と
『
ま
こ
と
』

の
日
本
精
神
で
世
界
の
紛
争
を
一
掃
し

よ
う
」
と
題
し
て
講
演
し
た
。

　
水
間
氏
は
「
歴
史
を
見
れ
ば
、
紛
争

の
多
く
は
、
宗
教
、
宗
派
の
違
い
が
原

因
か
、
神
仏
を
否
定
す
る
共
産
主
義
と

自
由
と
宗
教
を
認
め
る
民
主
主
義
と
の

争
い
で
あ
る
か
の
い
ず
れ
か
で
あ
る
」

と
し
、「
一
神
教
の
世
界
宗
教
や
中
心

性
と
行
く
べ
き
方
向
性
を
見
失
っ
た
形

骸
化
し
た
既
存
の
民
主
主
義
に
よ
る
紛

争
解
決
に
は
限
界

が
あ
る
」と
指
摘
。

「
今
こ
そ
、
古
来

よ
り
豊
か
な
瑞
穂

の
国
に
育
ま
れ
た

『
和
』
と
『
ま
こ

と
』
の
精
神
を
復

興
さ
せ
る
必
要
が

あ
る
」
と
日
本
精

神
復
興
が
紛
争
解

決
の
カ
ギ
で
あ
る

と
の
見
識
を
示
し

た
。

　
同
氏
は
、「『
お

天
道
様
が
見
て
い

る
』
と
い
う
神
仏

を
中
心
と
し
た
概

念
を
取
り
入
れ
、

『
天
の
願
い
は
ど

こ
に
あ
る
の
か
』

が
数
十
年
ぶ
り
に
再
会
す
る
な
ど
、
会

員
結
束
の
決
意
を
確
か
め
合
っ
た
。

　
三
島
支
部
で
は
八
木
秀
雄
中
部
ブ
ロ

ッ
ク
長
を
中
心
と
し
た
開
拓
基
盤
の

上
に
開
催
さ
れ
、
地
元
議
員
な
ど
幅
広

い
人
脈
が
集
ま
っ
た
。
松
本
支
部
で
は

７
月
10
日
投
開
票
の
参
議
院
選
挙
に
関

連
し
た
情
宣
活
動
の
報
告
な
ど
が
行
わ

　
「
令
和
維
新
宣
言
」
を
掲
げ
、
尊
王
愛
国
を
柱
と
し
た
保
守
勢
力
の
大
同
団
結
を

促
す
た
め
に
令
和
３
年
４
月
に
設
立
さ
れ
た
自
由
国
民
連
合
（
自
国
連
）
は
、
本
年

４
月
28
日
に
１
周
年
を
迎
え
た
。
一
周
年
記
念
事
業
と
し
て
、
九
州
ブ
ロ
ッ
ク
の
福

岡
支
部
を
皮
切
り
に
、静
岡
県
三
島
支
部
、長
野
県
松
本
支
部
、鳥
取
県
米
子
支
部
と
、

自
由
国
民
連
合
（
自
国
連
）
の
目
的
と
ビ
ジ
ョ
ン
を
全
国
津
々
浦
々
に
伝
え
る
た
め

の
巡
回
講
演
会
が
５
月
29
日
か
ら
始
ま
っ
た
。
初
年
度
は
本
部
の
組
織
編
成
な
ど
に

時
間
を
要
し
た
が
、
支
部
組
織
あ
っ
て
の
改
革
運
動
で
あ
り
、
支
部
活
動
の
活
性
化

が
組
織
を
強
化
し
、
運
動
の
強
い
推
進
力
と
な
る
と
の
各
支
部
の
強
い
要
請
を
受
け

た
も
の
で
、
自
国
連
の
理
念
強
化
の
講
演
会
が
全
国
で
開
催
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

す
れ
ば
、
共
産
主
義
に
よ
る
全
体
主
義

体
制
を
克
服
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ

る
。

　

講
演
会
の
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

は
、
６
月
下
旬
に
大
宮
支
部
、
千
葉
県

佐
倉
支
部
、
７
月
が
岐
阜
支
部
、
兵
庫

県
尼
崎
支
部
と
な
っ
て
い
る
。
全
国
巡

回
の
更
な
る
実
績
を
願
う
ば
か
り
で
あ

る
。

　
数
年
前
か
ら
神
社
に
関
心
を
持
つ
よ

う
に
な
り
、
時
間
を
見
つ
け
て
は
様
々

な
神
社
参
拝
を
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。神
社
に
は
そ
れ
ぞ
れ
歴
史
が
あ
り
、

意
味
が
あ
り
ま
す
が
、
心
の
ふ
る
さ
と

で
も
あ
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。
今
回
は

神
社
参
拝
の
大
き
な
キ
ッ
カ
ケ
と
な
っ

た
靖
国
神
社
に
つ
い
て
お
話
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

　
私
は
、
１
９
６
６
年
に
九
州
鹿
児
島

県
の
田
舎
の
四
世
代
同
居
の
家
庭
に
生

ま
れ
ま
し
た
。
実
家
の
仏
間
に
は
高
祖

父
母
の
遺
影
と
、
戦
死
し
た
２
人
の
大

叔
父
の
遺
影
が
飾
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

祖
父
は
日
中
戦
争
に
参
加
し
、
大
東
亜

戦
争
突
入
後
は
い
く
つ
か
の
任
地
を
経

て
、最
後
は
イ
ン
パ
ー
ル
作
戦
に
参
加
。

後
に
捕
虜
と
し
て
一
年
を
過
ご
し
、
生

き
て
帰
っ
て
来
た
明
治
生
ま
れ
の
寡
黙

で
と
て
も
強
い
人
で
し
た
。

　
戦
死
し
た
大
叔
父
の
一
人
は
満
州
で

終
戦
の
前
日
、
見
回
り
に
出
た
き
り

戻
っ
て
来
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
享
年
32
才
。
大
叔
父
に
は
妻
と
三

人
の
子
供
が
い
ま
し
た
が
、
敗
戦
後
の

混
乱
の
最
中
の
帰
国
の
途
中
で
幼
い
子

供
二
人
は
亡
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し

た
。

　
も
う
一
人
の
大
叔
父
は
佐
世
保
海
兵

団
に
入
団
し
、
ハ
ワ
イ
海
戦
、
ミ
ッ
ド

ウ
ェ
イ
海
戦
の
他
、
太
平
洋
で
の
海
戦

に
参
加
、
最
後
は
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
プ
エ

﹃
和
﹄と﹃
ま
こ
と
﹄の
日
本
精
神
で
世
界
の
紛
争
を
一
掃
し
よ
う
！

＂
日
本
再
興
＂全
国
巡
回
始
ま
る

ル
ト
プ
リ
ン
セ
サ
に
て
終
戦
の
半
年
前

に
戦
死
。
享
年
27
才
、
独
身
で
し
た
。

　
高
校
ま
で
実
家
で
生
活
し
て
い
ま
し

た
が
、
祖
父
か
ら
は
戦
争
当
時
の
話
し

を
聞
い
た
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。
曽
祖
父
母
が
存
命
の
時
に

は
大
叔
父
の
妻
で
、
帰
国
後
再
婚
さ
れ

た
夫
人
が
年
に
数
回
曽
祖
父
母
を
訪
ね

て
来
た
記
憶
が
あ
り
ま
す
。
幼
い
頃
か

ら
時
々
我
が
家
を
訪
問
し
て
下
さ
る
物

静
か
で
品
の
有
る
そ
の
夫
人
が
大
好
き

で
し
た
が
、
当
時
は
そ
の
夫
人
が
ど
ん

な
ご
苦
労
を
さ
れ
た
か
な
ど
、
知
る
由

も
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

私
は
18
才
で
上
京
し
、
21
才
の
頃
、

祖
父
母
を
東
京
に
招
き
、
共
に
皇
居
や

靖
国
神
社
を
案
内
し
ま
し
た
。
子
供
の

頃
か
ら
演
歌
好
き
な
家
族
で
、「
岩
壁

の
母
」
や
「
九
段
の
母
」
を
歌
う
事
が

出
来
ま
し
た
。
当
時
は
、
祖
父
母
孝
行

の
為
の
参
拝
で
、
余
り
深
く
靖
国
神
社

参
拝
の
意
味
や
そ
の
価
値
を
知
ら
ず
に

い
て
、
そ
の
後
靖
国
神
社
に
参
拝
す
る

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
と
こ
ろ
が
、
あ
る
キ
ッ
カ
ケ
で
靖
国

神
社
の
存
在
意
義
を
知
り
、
２
０
１
８

年
５
月
に
30
年
ぶ
り
に
靖
国
神
社
を
参

拝
し
た
の
で
す
。
そ
の
時
、
靖
国
に
眠

っ
て
お
ら
れ
る
英
霊
２
４
６
万
６
千
体

全
て
の
ご
冥
福
の
た
め
に
、
ど
う
し
た

ら
良
い
の
か
帰
宅
し
て
祈
り
ま
し
た
。

そ
の
祈
り
の
中
で
護
国
の
英
霊
、
特
に

大
東
亜
戦
争
で
散
華
さ
れ
た
人
々
の
冥

福
を
祈
っ
て
い
る
と
、
崩
御
さ
れ
た
昭

和
天
皇
に
対
す
る
英
霊
た
ち
の
思
い
と

同
時
に
、
昭
和
天
皇
の
英
霊
と
日
本
国

民
に
対
す
る
愛
に
満
ち
た
大
御
心
を
感

じ
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
韓
国
旅
行
か
ら
帰
っ
て
来

た
後
、
友
人
と
一
緒
に
靖
国
神
社
を
参

拝
し
、
そ
の
敷
地
に
立
つ
遊
就
館
を
初

め
て
見
学
し
ま
し
た
。
館
内
に
展
示
さ

れ
て
い
る
達
筆
な
文
字
で
綴
ら
れ
た
英

霊
の
方
々
の
手
紙
や
沢
山
の
ご
遺
影
、

遺
族
の
方
々
が
寄
贈
さ
れ
た
未
婚
で

逝
っ
た
息
子
や
兄
弟
の
為
に
贈
ら
れ
た

花
嫁
人
形
に
大
き
な
衝
撃
を
受
け
ま
し

た
。
館
内
に
は
零
戦
の
他
に
人
間
魚
雷

と
呼
ば
れ
た
「
回
天
」
も
展
示
さ
れ
て

い
る
の
で
す
。

　
そ
う
し
た
展
示
品
を
見
な
が
ら
、
こ

れ
ま
で
の
自
身
の
人
生
と
、
英
霊
の

生
き
様
を
垣
間
見
な
が
ら
と
て
も
申
し

訳
な
い
思
い
に
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て

30
年
前
、
祖
父
母
と
共
に
靖
国
神
社
を

参
拝
し
た
際
に
、
こ
の
遊
就
館
の
こ
と

を
知
ら
ず
祖
父
母
に
見
せ
て
あ
げ
ら
れ

な
か
っ
た
こ
と
、
そ
れ
か
ら
祖
父
が
元

気
な
時
に
様
々
な
体
験
を
聞
い
て
あ
げ

な
か
っ
た
こ
と
を
と
て
も
悔
や
み
ま
し

た
。

　
そ
の
後
、
コ
ロ
ナ
禍
が
深
刻
化
す
る

前
迄
の
二
年
近
く
、
毎
週
一
回
靖
国
神

社
を
参
拝
し
、
英
霊
の
方
々
へ
の
感
謝

と
、
日
本
の
平
和
と
繁
栄
、
天
皇
家
の

弥
栄
を
祈
っ
て
参
り
ま
し
た
。

　
私
な
り
に
理
解
し
た
こ
と
は
、
靖
国

神
社
は
国
の
為
に
命
を
捧
げ
た
人
々
を

祀
る
神
社
で
あ
る
と
共
に
、
愛
す
る
息

子
や
夫
、
兄
や
弟
を
見
送
り
、
亡
く
し

た
、「
岸
壁
の
母
」
の
よ
う
な
女
性
た

ち
の
愛
情
が
詰
ま
っ
た
神
社
だ
と
い
う

こ
と
で
す
。

　
私
の
曽
祖
父
母
や
大
好
き
だ
っ
た
大

叔
父
の
夫
人
、
そ
れ
か
ら
私
の
実
家
の

ご
近
所
に
は
戦
争
未
亡
人
が
数
人
い
ら

っ
し
ゃ
っ
た
の
で
す
が
、
そ
う
し
た
沢

山
の
女
性
達
の
涙
と
祈
り
、
そ
し
て
愛

と
か
け
が
い
の
な
い
想
い
が
詰
ま
っ
た

神
社
が
ま
さ
に
靖
国
神
社
だ
と
実
感
し

た
の
で
す
。

　
我
知
ら
ず
心
の
重
荷
を
背
負
っ
て
参

拝
す
る
と
、
多
数
の
英
霊
や
そ
の
英
霊

を
想
う
女
性
の
方
々
の
愛
情
が
時
空
を

超
え
て
私
の
重
荷
を
取
り
去
っ
て
下
さ

っ
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ま
し
た
。
靖
国

神
社
参
拝
で
英
霊
に
感
謝
を
捧
げ
に
行

く
と
、
い
つ
も
心
の
底
か
ら
「
あ
り
が

と
う
」
の
言
葉
が
出
て
く
る
の
で
す
。

心
の
ふ
る
さ
と
を
訪
ね
て 

私
の
神
社
巡
り

西
ゆ
か
り
（
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
）

福岡支部講演会

三島支部講演会


